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「鶴集E脳勝」こうして、安心な生活を守ります
消防――その組織とはたらき――消す、防ぐそして守る

地域探訪
まちから一――むらから



し尿処理施設の老朽化に加えて搬入量の

増加に対処するため、新しいし尿処理施設

の建設を昨年8月から行っています。

現在、し尿や浄化槽汚泥の施設への搬入

量は増加の一途をたどり、処理能力を越え

て搬入されています。今後も国域内人回の

増加に伴い搬入量の増加が見込まれてお

り、現施設の耐用年数も経過していることか

ら、施設の更新が計画され、平成10年度の

完成を目指して工事が進められています。

新しいし尿処理施設は、処理能力が245kl

/日 あり、高負荷脱窒素方式という処理方

法で、希釈水を使用しないため処理水の放

流量が少なくな'メます。また、処理設備を建物

内に配置したことにより臭気が外部に漏れ

ず、従来のし尿処理施設のイメージを一新

し、周辺地域の環境に十分配慮された施設

になります。

平成9年度組合一般会計予算は、平成9年 2月

10日に行われた第1回組合議会定例会におい

て、原棄どおり可決されました。

予算総額は、歳入歳出それぞれ6,989,351,000

円となり、前年度より2,758,341,000円の増加と

なりました。

本年度における重点事業は、平成11年 3月の完

成を目途に平成8年度から工事を開始している、し

尿処理施設の建設及び地域防災体制の充実を

図るための老朽化した消防緊急通信指令施設の

更新整備です。

この予算は、昨今の経済情勢と地方財政の現況

を十分認識し、出来うる限りの歳出の抑制を図り

つつ、福祉施策の充実を中心に予算編成をいた

しました。
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平成9年度 予 算の概要

分担金及び負担金(構成市町村からの負担金等) 2 , 6 0 1 , 2 8 2千円 ( 3 7 . 2 % )

譜収入(老人ホ中ム措置費等),財崖収入・寄鮒金

2,614,700千 円 (37.4%)

民生費(老人ホーム等運営経費)

4 , 1 2 4 , 4 5 7千円 ( 5 9 . 0 % )

消防富(本部11消防署3.分遣所3 撤ヽ急隊lに係る経費) 1 , 9 8 5 , 0 1 8千円 (

公債費(惜入金の遅済金)

[完成予想図]
10,000千 円 (0.1%)




